
耳の遠い高齢者とも、スムーズに話せます

普段と変わらない大きさで話せます

プライバシーも守れます

待合室まで

聞こえるくらい

大きな声の

診療でした

えっ？

もう⼀度

お願いします

聞き間違え、聞き返し が多い

聞き間違え、聞き返しが、

ほとんど無くなります

患者さんの

表情が

とても

良くなります

呼ばれた？

聞こえないと

不安がいっぱい

事務⻑にお話を伺いました。

１．導入の意義はどういうところにありますか?

医療サービスは何といっても「安全で確実な医療の

提供」が大前提であり、そこにいかに付加価値をつけ

ていけるかだと思います。 顧客満⾜度を⾼めるための

サービスとして、医師との対話に満足感を持っていた

だくことは、安⼼な医療の提供に繋がります。

昨今の医療事故・インシデン⼘の原因の多くが

「コミュ二ケーションエラー」にあります。 医療者間だけ

ではなく、患者様が聞き間違いのないように対話の

環境を整える必要性を感じていました。

２．導入の際に課題はありましたか?

物が良くても、それを使う医師の理解と協⼒がなく

ては実現できません。 会話が聞き取り難いために、

聞きたいことも聞けない、医師の説明も⼗分に理解

できない、それでは当院の⾃指す医療を提供すること

はできません。 医師や看護師の理解を得るために、

そのプロセスの手間は惜しみませんでした。

３．利⽤者の評価はいかがでしたか？

⼀度体験された患者さんから、また使いたいという

リピー夕一が増えています。

囗コミで聞いたという利⽤者様もいますから、それだ

け診察時の医師との対話に満⾜度が上がっているの

だと思います。 タウン二ュースでも 【グループトーク】

を、紹介していますが、「聞く」「伝える」「理解する」

というコミュニケーションの⼤切な要素を満⾜させてくれ

るツールだと確信しています。

導⼊事例

診療室の⼊⼝に貼ったポスター

育生会 横浜病院

（横浜市）

注：文中の「グループトーク」は

フェーストーカーの姉妹器です。

なかむら耳鼻咽喉科
（横須賀市）

診療をしていて難聴患者さんとの会話

にしばしば苦労していましたが、最近

フェーストーカーという会話器に出会い

ました。

これを使うと、私の声が難聴の患者

さんにはっきり届くので、

聞き間違えや聞き返しが減り、

コミュニケーションがとりやすくなるので、

非常に重宝しています。


